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今回は３本立て！

ホームページ

会員の
方は

こちらか
ら受付

8  24月 日 ( 日 )

時間：10:00〜16:30（受付9:45〜）

70名

（一社）静岡県公認心理師協会会員
静岡県内勤務のスクールカウンセラー
公認心理師

多様な不登校の
理解と対応
多様な不登校の
理解と対応

お問い合わせ

（一社）静岡県公認心理師協会 教育・学校臨床委員会 主催研修

会員　　4,000円
非会員　8,000円

静岡県男女共同参画センター あざれあ
第一研修室

　不登校について「どうして？」「どうすれば？」「どうなるのか？」
…こういった投げかけを、本人・保護者・関係者からいただきませ
んか？　更に不登校の背景は多様ですので、回答が知識や経験で補
いきれないことや、現状が目まぐるしい変化を辿ることも…。
　そこで今年は和久田 学先生をお招きし、不登校の背景や対応につ
いて最新のデータを交えてお話をいただく機会を作りました。
　さらに幼児期の支援を行っている心理士や公立の小学校内で不登
校対応体制を整えた先生、地域での居場所づくりを行ってきた方、
当事者の保護者様をお招きしたシンポジウムを開催いたします。
　2学期からの勤務にお役に立てれば幸いです！

TEL：054-284-1450（火～金の午前のみ）
Mail：office@shizuoka-acpp.or.jp

一般社団法人 静岡県公認心理師協会 事務局

県師会HP：https://shizuoka-acpp.or.jp/

★臨床心理士資格認定協会認定
　ポイント・日本公認心理師協
　会テーマ別研修登録申請予定



★☆★参加申し込み★☆★

申し込み受付中です。期限以前に定員に達した際は、締め切ります。
当協会のホームぺージ（チラシ表下部参照）で受付状況を確認の上、お申し込みください。

★申し込み方法★

申し込み期限 :  2025年 8 月 17 日（月）23:59 まで  

★参加費のお支払い★

ゆうちょ銀行の払込取扱票に下記の必要事項を記載し、参加費を振り込んでください。

＜ 必要記入事項 ＞
　１ 氏名　２ 電話番号  ３ 区分（会員or非会員）　４ 公認心理師登録番号　

　５ 臨床心理士登録番号　６ 所属機関名  ７ 研修名（不登校）

< 振込先 >
【口座番号】 00830-6-117648　【加入者名】 一般社団法人静岡県公認心理師協会

 参加申し込み後、一週間以内に振り込みをお願い致します。

　※振込後、定員超過等で申し込みを受け付けられない場合は、その旨の連絡を差し上げます。
　　また、定員超過によるキャンセルを除き返金できませんのでご了承ください。
　※ネットバンクからの入金等、振込取扱票がない場合は、こちらをご確認ください→→→

  Googleフォームへ入力
（https://forms.gle/bjfqwhAQ5sV55Ytu7）

　　　　　こちらからどうぞ→

非会員の方

 ①当協会のHPから会員マイページへログイン
 ②マイページ内の「本協会主催研修」をクリック
 ③「教育・学校臨床委員会主催研修」記事内の
 　「参加申込」をクリック

会員の方

和久田　学 先生

講師紹介

プログラム

【講義】
不登校の背景と対応
〜要因調査から〜

講師：和久田 学 先生

シンポジストのご紹介

■野呂 耕助（メンタルクリニックダダ・浜松市SCSV）
　浜松市SCのスーパーバイザー。浜松市の発達支援広場
（たんぽぽ広場）のコーディネイターも務めている。

■山下 由修（一般社団法人シヅクリ代表）
　元静岡市公立小中学校校長。在職中に校内フリースクー
ル等、生徒や教員のために校内体制を整えた経験を持つ。

■黒川 彩子（きみのスペース　まんま代表）
　静岡市葵区に不登校やひきこもりの若者たちの居場所を
開設。本人や保護者のサポートを行なっている。

■大島 雅実（富士市不登校家族の会　Izumi）
　不登校当事者の保護者。この経験を機に、現在は発達支
援の仕事に就き、子どもや保護者の支援を行っている。

（順不同・敬称略）

　公益社団法人子どもの発達科学
研究所主席研究員。
　小児発達学博士。大阪大学大学
院 連合小児発達学研究科招聘教
員。
　教育現場での経験と科学的根拠を
融合させた教材開発、各種プログラ
ム開発などを行っている。
　著書に『学校を変えるいじめの
科学』(日本評論社)、『科学的に
考える子育て エビデンスに基づく
10の真実』（緑書房）等がある。

【シンポジウム】
「不登校への多様な支援」

4名のシンポジストをお招きし、
お話を伺っていきます。

【グループシェアリング】

当日の振り返りや普段の仕事
についての情報交換の場とし

て設けました。


